
宍道湖・中海に係る水質シミュレーションモデルの構築
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検討内容

水質項目のチューニング

•宍道湖、大橋川、中海、境水道の結合シミュ
レーション
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地形設定

観測点:
S-3:宍道湖湖心 OR-UP:大橋川上流 OR-Down:大橋川下流 N-6:中海湖心
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鉛直方向のメッシュ構成
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モデル構成

モデル 3次元非静水圧モデル

グリッド構成
水平方向： 217x296 (200 m X 200 m )
鉛直方向： 67 Layers (-40.0 m to 5.0 m)

流動モデル
水平方向乱流モデル
鉛直方向乱流モデル

• Sub Grid Scale Model (SGS)
• Richardson Model

richardson_alfa_v =  5.2d0          richardson_beta_v = -1.0d0 
richardson_alfa_t =  3.33d0       richardson_beta_t = -1.5d0 
richardson_gamma_t =  1.0d0         richardson_alfa_s =  3.33d0 
richardson_beta_s = -1.5d0         richardson_gamma_s =  1.0d0  

生態系モデル • 植物プランクトン、動物プランクトン、原生動物、バクテリア等を考慮

入力データ

• 美保関における毎時潮位
• 美保関における水質鉛直分布
• 毎時河川流量
• 気象（松江気象台）

再現性評価箇所

S-3:                  宍道湖湖心
OR-Up:            大橋川上流
OR-Down:       大橋川下流
N-6:                  中海湖心
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モデル概念図
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流動シミュレーション(2015)
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流動シミュレーション(2016)
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水質シミュレーション(2015)
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水質シミュレーション(2016)
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まとめ

• 前年度の結果をもとに、宍道湖ー大橋川ー中海ー境水道の連結計算
を行った。

• 複数の鉛直乱流モデル（Henderon-Sellers, Nakamura1, Nakamura2, 
Richardson, Sasaki and Yoon）を試行し、最適なモデルとしてRichardson
を選択した。

• 水温塩分の再現性は概ね良好と判断する。しかし、2015年11月のよ
うに非常に高濃度の塩水塊の宍道湖への進入については過小評価し
ている。

• 冬季の塩分を過大評価している。流量を再確認したい。

• DOの再現性も概ね良好と判断するが、夏季の宍道湖表層と中海底層
の再現性に課題が残る。
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